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夢と希望を胸に秘め、新たなステージへ 

 コロナ禍の中、対策を取りながら通常の教育活動を目指し、新たに動き始めた令和４年度も、

残すところあと数日となりました。３月１８日（土）には、卒業証書授与式が行われ、１７名の

卒業生がいよいよ巣立っていきます。そして、この一年間、保護者の皆様、地域の皆様から温か

く支えていただきながら、全校生９２名が全員そろって、令和４年度の学校生活を無事終えるこ

とができることに、心より感謝申し上げます。 

６年生は最上級生として、常に意欲的に学校のリーダーとしてよく頑張りました。５年生は先

輩方の姿を追いながら、来年度のリーダーとして前向きに活動しました。１～４年生も充実した

活動を通して大きく成長できました。来年度もそれぞれの学年が夢と希望を胸に秘め、粘り強く

突き進んでほしいと願っています。 
 

親への感謝の気持ち＜６年生の授業参観より＞ 

２月１０日（金）の授業参観、ありがとうございました。小学校最後の授業参観は、「感謝の会」でし

た。今までお世話になった親への感謝の心 

を表現し、卒業を迎え、中学校へと旅立つ 

日も近づいてきています。節目節目で自分 

を振り返り、そして、周りの方々へ感謝す 

ることはとても大切なことです。すごろく 

で盛り上がり、お互いに書いた手紙でしん 

みりとした雰囲気になり、親子の深い絆を 

感じる会となりました。 

 

 

や      ま         ざ     と  

6 年生の先輩、ありがとうございました 
～感謝の心で「6年生を送る会」～ 

2月16日（木）５年生が中心になり、６年生への感謝の気持ちを伝える「６年生を送る会」が行

われました。子どもたちが目指した「心に残る最高の送る会にしよう」が、十分に達成された送る会で

した。心のこもった各学年の出し物やプレゼントに、今までお世話になった感謝の気持ちが表現されて

いました。これまで6年生がリーダーシップを発揮し、後輩達ととてもよいつながりができていたこと

を改めて感じることができた会でした。これからも心から感謝する気持ちを忘れず、成長していってほ

しいと思います。心が温まる、素敵な送る会をみんなで創り上げることができました。 

 


